
（招待講演）〔パラ言語・非言語情報の知覚，分析，生成〕

パラ言語情報研究の課題
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報に分類するだけでは充分でないことを例によって示
そう。今、「ナニヤッテンノ」とし、うテキストが与えられた

とする。テキストが与えられるとは、所与のテキストを構

成する語（ないし形態素）の意味と音韻、および語の
結合によって生じる文の構造の情報が与えられること

を意味しており、これが藤崎の言語情報である。
本例の場合、それぞ、れ.／na’ni/,/yaru/, /te/, /iru/, /no/ 

とし、う音韻からなる五つの語が結合しており（疑問詞

にはアポストロフで表記されるアクセント核が指定され

ていることに注意）、品詞はそれぞれ疑問詞、動詞、

接続助詞、補助動詞、終助詞である。動詞と接続助詞

の結合に際しては、音韻規則が適用されて、／yaru/+

/te／＝争／yaQte／となる。これに補助動詞が結合する場

合、／yaQteiru／の他に／yaQteru／とし、う補助動詞の縮約

形が許容される。また、終助詞／no／が結合されるに際し
て、結合対象の動詞句がアクセント核をもたなければ

助詞の直前（動詞句の末尾）の音節にアクセント核が

挿入されること、補助動詞の縮約形の音韻にさらに変
化が生じた／yaQte’Nno／の形も許容されることなと守も言
語情報の一部である。

以上のような言語情報から音声信号を生成しようと

する試みは、テキストからの音声合成（Text-To-Speech

synthesis）の試みに他ならない。そこで市販の πsシ

ステムに上記のテキストを与えてみよう。出力される音
声信号は確かに「ナニヤッテンノ」と書きとることが可能

な音声であり、いわゆる音声明瞭度は高い。しかし、

その音声信号には何か重要な情報が欠落していると

感じられることがある。
そもそも、「ナニヤッテンノ」としづ発話はどうし、う状況

で何を目的として発せられるかを考えてみてほしい。

多〈の方は単なる「質問」、つまり聞き手が今何をして
いるのかについての情報提供を要求する発話を想定
されることだろう。しかし、なかには、「叱責」や「からか
し、」とし、った意図を想定された方があるカもしれない。

実際、このテキストをそうした意図で発することは、日

本語として完全に自然な言語行動である。
また、ここで大切なことは、「質問」「叱責j「からか

い」等の話し手の意図が通常聞き手にも誤解されるこ

となく伝わるという事実である。つまり、上記3種類の
「ナニヤッテンノ」は、音声として伝達される場合、唆味

であるとみなすことができないのである。この事実は、

上記三種の情報の識別に必要な音声上の手がかりが

信号自体に内包されているためと考えるのが自然であ
り、実際、このことは文脈を排除した知覚実験によって

確認できる。

音声信号を観察すると、「質問」では発話末で基本

周波数が上昇し、他では下降する。「叱責」は発話時
間長が顕著に短く、反対に「からかし、」は長い。「叱
責jは平均パワーが大きいなどの特徴を把握できる。

さらに発話の韻律構造にも違いがあり、「叱責jは全体

が1アクセント句として、「質問」は1ないし2アクセント

句として、そして「からかしリは／na'nilyaQte’Nno／のよ
うに必ず2アクセント句で発音される（縦線がアクセント
句境界）。さらに「質問jと「叱責」では第1アクセント句

中のアクセントの方が基本周波数が高いが、「からか
し、」では第2アクセント句の方が高くなることもわかる。

1 .はじめに
近年、パラ言語情報、非言語情報に関連した研究

が音声研究の本格的な対象として認知されるようにな
ってきた。私がパラ言語情報の音声学的研究に踏み
込む契機となったのは、本学会 1994年度大会での藤

崎博也氏の招待講演であったが［1］、この講演を聴く
まで、私自身はパラ言語情報が真撃な研究の対象に

なるとは考えていなかったように思う。

今回のスペシャルセッションに際し、チュートリアル
的な内容をとし、う依頼をいただいたが、整然としたチュ

ートリアルは不可能である。これは謙遜でも逃避でも
ない。基本的な問題が山積しているのが、パラ言語・
非言語情報に関する研究の現状だからである。本稿

では、パラ言語情報の研究に焦点をあてて、研究の

基本的課題を検討してみたい。私見に対する皆様の

建設的な批判を期待する。

2 言語・非言語・パラ言語
2. 1非言語情報
音声がいわゆる言語学的情報（つまり音韻論や統

語論が研究対象としている類の情報）だけを伝達して
いるのではないことは、日常の体験に照らしても充分

に理解できる。以下藤崎による分類［1,2］を参考にしな

がら、音声に含まれる情報の種類を分類してみること

にしよう。
まず音声信号には不可避的にそれを発した個人に

関する情報が付随している。話者の性差はその典型

例であるが、その他にも、話者の年齢、感情ないし情

動、気分（mood）等に関する情報もかなりの程度まで、音
声によって伝達されている。

性差、年齢差、感情、気分に共通する特徴をいくつ

か指摘できる。第一に、これらの情報は話者によって

意図的に制御される情報ではない〔もちろん、意識的
な演技ないし模倣の可能性は除外する）。第二にこれ

らは恒常的もしくは相当長時間にわたって持続する話
者の身体的ないし，心的状態に関わる情報である。第

三に、これらの情報のなかには性差や年齢差のように、

話者の音声器官の解剖学的構造によってほぼ決定的
に規定されてしまう情報が含まれている。最後にーこ

れは主に上述した第三の特徴の帰結であるがーこれ

らの情報にはかなりの程度まで、言語普遍性が認めら

れる。
上に論じた情報を藤崎は「非言語情報」と呼んでい

る。非言語情報の一部には、これまでの音声研究でも

暗黙のうちに配慮がなされてきた。例えば合成音を作

る際には、性別や年代の決定が必須である。性差の

研究はもっとも進んでおり［3］、話者の個人性について
は話者認識の研究があり［4］、感情や気分についても

或る程度の研究は進められてきてしも［5,6］。

2. 2 パラ言語情報
次に、音声が伝達する情報を言語情報と非言語情
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これらの音声特徴によって上記の意図の相異が伝達
されているのである。
この例によって示される種類の情報を藤崎はパラ言

語情報と呼んでいる。パラ言語情報の特徴を先ほど、の

非言語情報の説明と対比をとりながら列挙してみよう。
まず、パラ言語情報は話者が意図的に制御して生

成する情報である。この点は言語情報と共通している。
次にパラ言語情報は談話中で局所的に生じる情報で
あり、話者の恒常的身体／心理状態とは関係がない。
この点も言語情報と共通である。パラ言語情報に言語
普遍性が認められるかは興味深い研究課題であるが、

おそらく非言語情報ほどに普遍的とは考えられない。
ここまでの説明で、パラ言語情報と非言語情報との

相違はほぼ明らかになったが、言語情報との相違点
はどこにあるのだろうか。藤崎は両者の相違点を、単
一範鴫の内部で連続的な変化が観察されるかどうか

に求めている。つまり｛sakura｝や｛tabe’ru｝という形態素
の意味（すなわち言語情報）が、本質的に離散的であ
り、「桜」、「食べる」とし、う範略奪的な意味だけを示してい
るのに対して、「叱責」や「からかい」には範鴫的な意
味と同時に、さまざまな程度差を伴し、うるという点であ

る。同じ「叱責」にも強弱さまざまな「叱責jが存在し、
一定限度内において、その程度差が音声によって伝
達されることは経験的に確かであると言ってよい。
パラ言語情報にはさらに、基本的には文字によって

伝達されないこと、音声の分節的特徴よりも韻律的特
徴に強く依存することなどの特徴が認められる。これら
には次節以下で触れることにする。
以上、言語情報、非言語情報、パラ言語情報につ

いて説明を加えたが、最後に、この分類にはグレーゾ
ーンがあることも認めておかなければならない。しばし
ば問題となるのが、感情の帰属である。藤崎の分類で
感情が非言語情報に分類されているのは、感情を生
理学的な現象とみなし、意図的には制御できないとみ
なすからである。しかし、人間が感情の生起を自由に
制御できないことは確かだとしても、一定限度内であ
れば、意図的に抑圧したり、増幅したりすることは可能
であると感じられる。少なくとも性差や年齢差に比較す
ると、感情は明らかにパラ言語よりの現象であると言え
るだろう。

3.話し言葉と書き言葉
藤崎も指摘しているが、パラ言語情報は通常文字

によって伝達されることがない。反対に言語情報は通
常文字が伝達する情報である。これはわかりやすい特
徴であるのだが、日本語のアクセントや中国語の声調
のように、文字には間接的にしか表現されない言語情
報が存在すること、感嘆符や疑問符などの書記記号
（近年ではさらにいわゆるエモテイコンの類）が専らパ
ラ言語情報のために利用されることなと。の点において、

厳密な分類基準とするには問題がある。
しかし、私はパラ言語情報こそが話し言葉の本質に

かかわる特徴なのだと考えている。後述するように、パ
ラ言語情報の伝達には、イントネーション、リズム、発
声様式など、音声の韻律的特徴が重要であるが、そ

の多くは喉頭によって制御される特徴である［7］。一方、
言語情報ないし文字情報は声道によって制御される
音色の情報に多くを負っている。そして source-filter 

theoryが仮定しているように、人聞は声道と喉頭を基
本的には独立に制御することが可能である。

その結果、話し言葉には、声道の制御によって実

日本音響学会講演論文集

現されるものと、喉頭の制御によって実現されるものと、
ふたつの情報伝達チャンネルが並存することになり、
この点が単一チャンネルしカもたない書き言葉との決
定的な相違点、となっている。いわば、書き言葉はモノ
ラル放送、話し言葉はステレオ放送なのである［8］。
ちなみに非言語情報も話し言葉の重要な特徴では

あるが、手書き文字は或る程度まで性差や年齢差を
伝達することから、パラ言語情報ほどには話し言葉の
本質を規定しているとは考えられない。

このように考えると、パラ言語情報の研究が音声研
究において有する価値も自ずと明らかになってくる。
従来、音声情報処理の研究では、音声の文字に対す
る優位性として、情報伝達スピードの速さや、キーボ
ードなどの入出力装置が不要であることが強調されて

きている。しかしこれは言語情報としづ閉じ土俵のなか
での比較である。同じ土俵のなかであれば、文字には
文字国有の特長が認められる。保存性の良さや検索
の容易性がそれで、ある。これらが言語情報にとってき
わめて重要であることには疑う余地がない。
パラ言語情報の研究は書き言葉とは別の土俵での

研究であり、だからこそ比較を絶した価値を有している。
書き言葉では伝達できない情報の処理を自家薬箆中
のものとしたとき、音声処理技術の実用化にも、自ずと
明るい展望が開けてくるだろう。

4 パラ言語情報研究の課題
本節では、音声によるパラ言語情報伝達過程の解

明にかかわる基礎的課題を指摘する。

A.パラ言語情報の体系化

パラ言語情報の意味論的考察である。最重要であ
ると同時に、目下実施が最も困難な課題である。①ノ号
ラ言語情報カテゴリの包括的リストの作成、②基本的
なカテゴリと派生的カテゴリの区別、③カテゴリ聞の関
係の解明、等の課題が考えられる。
B.パラ言語情報の伝達メカニズム

言語情報を対象とした音声科学研究のパラ言語版
であり、多くの下位領域に区分できる。①特定言語で
パラ言語情報の音声学的実現に利用される音声特徴
の網羅（言語情報における音韻目録に該当）。それら
の特徴の、②調音的、③音響的、④知覚的特性の解
明、さらに⑤ノfラ言語に関わる音声特徴と言語にかか
わる音声特徴との関係、の解明。最後に、⑥ノ号ラ言語
情報に関わる音声特徴の表記法の考案もこの領域に
含めてよいだろう（6D参照）。
C.言語情報とパラ言語情報の交互作用

パラ言語的な意味のなかには言語情報とあわせて
考察しなければならないケースがあり、その場合、交
互作用の有無が重大な関心の対象となる。例えば日
本語の終助調（ネ、ヨ、カ…）と句末イントネーションの
関係を内省すると、同じイントネーションが終助詞との
組み合わせによって異なるパラ言語的意味を伝達す
ることがわかる。これは明確な交互作用の例である。ま

た、韻律と語棄が同じ意味の表現に寄与することもあ
る。待遇価の高い語集（イラッシヤル、メシアガル．．）と
丁寧な韻律との関係がその一例であるが、この場合に
も、交互作用の有無が問題になる。さらに、言語情報
とパラ言語情報とを意図的に矛盾させて皮肉を表現
するようなことも我々はおこなっている。これらは元来
言語学（語用論）の守備範囲に属する問題であるが、
残念ながらあまり研究が進展していない。
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D.テキスト構造との関係
文章を効果的に朗読するためには、テキストの構造

に即したパラ言語情報の制御が必要である。係り受け

関係のような言語情報を適切に表現するだけでなく、
新情報と旧情報の区別、強調の有無、適切な強調手

段の選択、内容に即した速度や声質の制御などが要

請される。この領域の研究を進展させるためには自然
言語処理技術や意味理解研究の進展が必須である。

E. I fラ言語情報の言語依存性

この問題は、言語依存性（あるいは普遍性）品、う観
点から見たとき、パラ言語情報が非言語情報（普遍

的）と言語情報（依存的）の聞でどのような位置を占め
るのかという問題である。外国語教育への応用を考え

る際には特に重要である。

5. I fラ言語情報の研究手法
前節の基本的課題を達成するためには様々な学

問領域に属する研究手法を動員する必要がある。
「体系化」は分析哲学を言語情報以外に拡張する

試みと言ってよく、記号論・意味論の根幹に立ち戻っ

た考察が必要である。「伝達メカニズム」と「交互作用」

には従来の音声科学と同様、実験的手法が有効であ

り続けるだろう。
「テキスト構造jのためには、パラ言語情報に配慮し

て設計したコーパスの構築と、その統計的な分析が有

益であろう。ただし、コーパスへの情報付与をおこなう
前に「体系化jの研究を多少とも進める必要がある。付

与するラベルの背景に客観的に理解可能な分類基準

が存在していなければ、徒に大量のラベリングを実施

しでも、理解不能な情報になりかねない。

6.手ムたちの研究
本節では、パラ言語情報とし、う広漠な研究対象を

巡る試行錯誤の記録として、私たちの研究グ、ループが

過去数年間におこなってきた研究の梗概を紹介する。

A.「体系化」
この領域の研究成果は何も発表できていない。言

語学の貢献が期待される問題であるだけに怪恨たる

思いである。
B.「伝達メカニズム」
相対的には研究が進展した領域である。これまでの

成果の多くは文献［9］にまとめられている。
パラ言語情報の伝達には従来からの予想通り、音

声の韻律的特徴が重要な役割を果たしているが、非
言語情報と違って、パラ言語情報で、はその変化が局

所的に生じうること、特に韻律的な音韻特徴が集中的

に分布している発話の両端において顕著であることを

確認した。
基本周波数に関しては、「疑し、Jや「感心Jなどのパ

ラ言語情報の伝達において、発話冒頭のいわゆる句

頭の上昇のタイミングに遅れが生じ、それと問時に上

昇幅も拡大することが判明した（ただし、川上薬氏は

主観的観察に基づいてこの事実を 1950年代に報告
しており［10］、またNTIの研究グ、ループも音声合成用

言語の研究で、この現象を制御するためのパラメータ

を導入している［11］）。また、句頭の上昇に遅れが生じ
る種類の発話にアクセント核が含まれる場合、核によ

る基本周波数の下降タイミングにもしばしば遅れが生

じることが判明した。
発言活末のいわゆる上昇イントネーションに数種類の

タイプが存在することは、やはり川上によって夙に指
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摘されているが［12］、私たちの実験でもこれが複数の

パラ言語情報の識別に貢献していることが示唆されて
いた。

持続時間は、基本周波数とならんで最も変動が顕
著な音声特徴であり、やはり発話の両端での変動が
著しいことがわかっている。

伝達メカニズムに関する私たちの研究で真に独創
的な成果と呼べるのは、或る種のパラ言語情報の表

出においては、韻律的特徴と同時に分節的特徴にも
組織的な変化が生じていることの確認である。

この現象は当初フオルマント領域において発見され

た。主として第2フオルマント周波数の高低に関係して
いるので、舌の前後位置が変化しているものと推定し

たが、後に EMMAを用いて調音運動を測定したとこ
ろ予想どおりの調音変化が観察された［13］。ただし両
唇聞の距離にも組織的な差異が観察されるので、実

際には、舌と唇の相乗効果として、第 2フオルマントに
強し、影響が生じているものと考えられる。

ところで、上述の舌や唇の変動は母音に限らず子

音を含む発話全体に観察されることから、個々の分節

音ではなく発話の全体に関わる音声特徴 すなわち

声質（voicequality）ーの制御であると考えられる。また

声質の差異が発話の両端で殊に顕著となることから、
韻律的特徴と共通の制御を受けていると想像される。

発声様式（phonationtype）にも、「落胆jではbreathy,

「疑し、Jでは creakyのように、パラ言語情報と相関した
差異が観察される。母音に限らず無声子音区間にも

母音区間と類似した喉頭制御の差が観察されることか

ら、これもまた声質の制御であろうと考えられる［14］。な
お、同ーのデータからARX法によって音源ノ号ラメータ

を推定する研究が宇都宮大学で実施されている［15］。
C.「交互作用』

発話の丁寧さの伝達におけるイントネーションと語

棄の貢献を実験的に検討した。この研究では熊本方

言を利用した。無アクセント方言であるためにイントネ

ーションの自由度が高く、また敬語を高度に発達させ
ているからである。

6種類のイントネーションと、丁寧さの異なる3種類

の終助詞との交互作用を検討するために、自然音声

を刺激とし、一対比較法によって丁寧さを測定した。
大学生と平均40歳代の成年被験者層を対象とした最

初の実験ではイにトネーションと終助詞の間には交互
作用が存在しなし、ことが確認された［16］。その後、被

験者を中学生から70歳代まで拡大したが、丁寧さに

関する限り、やはり交互作用は確認されていない［17］。
また、熊本方言におけるイントネーションの丁寧さの序

列を比較的に簡単な規則によってその韻律構造から
導けることが明らかになった。
D.『テキスト構造j

この問題のために特別な研究は実施していない。し
かし、現在私たちの研究グ、ループが構築に取り組ん

でいる『日本語話し言葉コーパス』［18］の韻律ラベリン

グのために設計した韻律ラベリング体系 X-JToBIでは、

パラ言語情報に関連する音声特徴の表現に意を用い

ている。そのため上記コーパスのうち韻律ラベルが付

与される予定の「コアJ部分（43時間程度）は、パラ言
語情報のテキスト構造の研究にも、或る程度利用でき
るものと期待している。

X-JToBIは朗読音声を対象としたJTo BIを自発音
声用に拡張したラベリング、体系である［19](5で論じた

パラ言語情報そのもののラベルではなく、あくまで、音
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声特徴のラベルであることに注意）。

先に指摘した句頭の上昇の遅れや、発話末の上昇
イントネーションの種別など、はラベルによって検索でき

る。アクセント句中にポーズが挿入されたり（例：「こうし、

う結果＜paus巴〉に｜なりましたJ）、アクセント句末から 2
番目のモーラのヒ。ッチをアクセント核（つとは無関係に

上昇させること（例．「ディズニーラ’ンドでJ）などによっ

て生じる韻律境界の微小な差異も表現可能で、ある。

E.「言語依存性J
この問題は最近検討し始めたばかりである。文献（9]

で日本人被験者に対して実施したものと同ーの知覚

実験を英語を母語とする日本語学習者名に実施した

にとどまる。この実験からは、学習者の反応から導か

れる知覚空間と日本人の知覚空間とは基本的によく

類似していること、しかし、学習者はパラ言語情報に

関わる音声特徴を識別できても情報のタイプを同定で
きないことがあること、パラ言語情報のタイプによって

同定の困難に大きな差があることなどの知見が得られ

ている（20］。

7 おわりに

パラ言語情報に関しては本稿で、指摘した以外にも

面白い研究課題がたくさん見つかるに違いない。視覚

情報との統合や脳科学の観点からの研究などが思い

浮かぶ。

パラ言語情報の音声科学的研究は、現在その揺監

期にあり研究テーマに困ることはない。創意と工夫で

いくらでも面白い研究が実施できる。要するに開拓時

代なのである。ただし、開拓時代であればこそ、基礎

研究が重要であることも強調しておきたい。

言語情報に関する音声科学の発展は、音素や形態

素としりた言語学の概念に深く依存してきた。音響学

的音声生成理論が確立されたことの重要性はいうまで

もない。パラ言語情報の研究は、まだこれらの基礎概

念、基礎理論が確立されていない段階にある。こうし、う

課題にこそ果敢にとりくむべきであろう。私にも、開拓

の面白さに惹かれてやや無反省に研究を拡張してき

たとしづ反省があり、「体系化」の重要性をひしひしと

実感している。

付録：『パラ言語』の用法について

Paralanguageあるいは paralinguisticとしゅ術語は研究者

によって随分異なる意味で用いられるので注意が必要であ

る。本稿で取りあげた藤崎の分類は、情報学的な観点から

の用法であったが、その他に、少なくとも、音声学的な用法

と音韻論的な用法がある。代表例を示そう。

音声学的用法の代表は、 D.Crystalの著作である（21]o

Crystalは分節音を中心に据えた伝統的な調音音声学をイ

ントネーションの領域に拡張する作業の一環として、英語音

声を構成する特徴を segmentalとnon-segmentalに分類し、

さらに後者を prosodic system, paralin伊 isticsystem, 

non-linguistic featuresに分類している。このうち prosodic

systemにはピッチやラウド、ネスなど、英語のストレスやイント

ネーションの構造に関連づけられる諸特徴が属し、

paralinguistic systemには発声様式の諸特徴やI笑しリ「叫

びJr忍び泣き」などの非言語行動が属する。英語音声を藤

崎流に分類したならば、パラ言語情報の伝達に関与する音

声特徴はむしろprosodicsystemに属することになるだろう。

Crystalの用法には独自性が強いが、英国の言語学者の

聞では広く普及しているようて、ある。

日本音響学会講演論文集

音韻論的（言語学的）用法の代表としてはD.R.Laddの著

作が挙げられる（22］。そこでは paralinguisticという術語が

contrastiveの対義語として用いられており、音韻論的分析

の基本となる二項対立とは異なる連続的な変化（gradience)

を示すことが paralanguageの本質的特徴とされている。この

点、 Laddの用法は藤崎のパラ言語情報に重なる。ただし、

Laddは、パラ言語情報と非言語情報の区別についてはほと

んど議論していない。

謝辞回 日頃、多方面の議論に応じていただくことの多い藤

崎博也、藤村靖、相海正夫の各氏に感謝いたします。
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